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平和で住みよい社会づくりに貢献していくために 全日本社会貢献団体機構の主な事業内容

助成事業

顕彰事業

社会貢献フォーラムの実施

活動報告書の作成・配布

　20世紀の後半から、企業やNPO、NGOなどを含む各種団体、個人の社会貢献活動が注目さ

れるようになってきました。CSR（Corporate Social Responsibility＝企業の社会的責任）、フィ

ランソロピーといった言葉が人口に膾炙し、その価値が社会に広く認知されつつあります。その

背景にあるのは、社会全体の持続的発展なくしては、企業も、個人も存在し続けることはできない

という認識です。市民一人ひとりが積極的、主体的に社会に参加し、企業や団体がその活動を促

進、支援していくことは、文化的で活力ある社会の形成と向上に欠かせない要素です。

　全日本社会貢献団体機構は、社会貢献活動が社会を支える極めて重要な活動であるという観

点のもと、遊技業界ならびに民間や公的機関などと連携、協力しながら、文化や学術の振興、平

和で住みよい社会づくりなどの社会貢献活動の推進、またそれらの広報を目的に、全国のパチン

コ・パチスロホール組合の連合会組織である全日本遊技事業協同組合連合会（全日遊連）を母

体とし、日本画家・故平山郁夫氏を名誉会長に、元文部科学大臣・遠山敦子氏を初代会長に、

2005年（平成17年）12月発足しました。

　全日本遊技事業協同組合連合会の傘下にある都府県方面遊技業協同組合、支部組合そして

組合員ホールは、これまでも全国の各地域で、さまざまな社会貢献・社会還元活動に取り組んで

きました。その活動は、社会福祉や青少年育成関連団体への援助や寄付をはじめ、授産施設の商

品購入、町の清掃活動、子どもを犯罪や事故から守る活動、地元行事への参加や支援、老人ホー

ムの慰問など、多岐にわたっています。当機構は、これらの活動の継続発展を支援するとともに、

それらを集約し、未来に向かって一つの力として積み上げていくためのネットワークの結節点と

して機能しています。

　日本の社会において、今後、ますます社会貢献の重要性が増していくことは間違いないことと

思います。当機構では、文化の発展や人類の幸福に寄与する研究や活動への助成事業、社会貢献

活動に真摯に取り組んでいる会員の顕彰事業、社会貢献のあり方や現状を考える社会貢献フォー

ラム、全国で会員が実施している社会貢献活動の内容や規模を紹介する報告書の作成などを通

じ、21世紀の社会や時代の要請に応えるような、広い視野と深い洞察にもとづいた夢と実のあ

る社会貢献を展開して参りたいと考えております。

今日の社会に最も必要とされる研究や活動に対する助成

事業は、当機構の根幹事業です。毎年、子どもの健全育成に

関する活動、学術・文化の振興、命を大切にする研究や活動

に対し、助成を行っています。

会員が全国各地で実施している各種の社会貢献活動のな

かから、社会的有用性、継続性、波及効果などを基準に、とく

に優れた活動を選定して顕彰しています。年間で最も優れた

活動には、「社会貢献大賞」が授与されます。

時代や社会の要請に合わせ、社会貢献や地域貢献の方向

やあり方も変化していきます。どのような活動があり、どのよ

うな課題を抱えているのかなど、社会貢献の現状と可能性を

考えるフォーラムを企画し、実施しています。

助成事業と顕彰事業の詳細な内容報告のほか全国で会員

が実施している社会貢献活動の内容、拠出金額などをデータ

化した報告書を毎年作成し、関係機関や全国の図書館などに

配布、会員による社会貢献活動の理解向上に努めています。


